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か
り
と
情
報
を
把
握
し
て
攻
め
る
べ
き
は

攻
め
て
い
き
た
い
。
７
・
29
豪
雨
災
害
の

湛
水
状
況
を
忘
れ
た
つ
も
り
は
な
い
。
安

心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
も
頻
度
の

高
い
災
害
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
災
害
の
不
安
か
ら
一
日

も
早
く
解
放
さ
れ
て
い
け
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
。

道
路
の
維
持
管
理
問
題
を
再
度
訴
え
る
！

問
依
然
と
し
て
市
民
要
望
の
多
い
の
が
道
路

維
持
管
理
で
あ
る
。
本
年
度
、
市
道
の
大

規
模
補
修
の
予
定
箇
所
は
ど
こ
か
。

答
幹
線
道
路
を
中
心
に
計
画
を
し
て
い
る
。

例
え
ば
市
道
三
竹
柳
沢
線
、
ま
た
市
道
や

ま
な
み
線
、
こ
れ
ら
の
路
線
を
予
定
し
て

お
り
、
局
部
的
に
は
通
学
路
も
含
ま
れ
て

い
る
。
生
活
道
路
を
含
め
た
舗
装
修
繕
も

対
応
し
て
お
り
、
随
時
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。

補修を待つ道路

自
殺
対
策
に
お
い
て
基
礎
自
治
体
と
し
て
、

あ
る
い
は
基
礎
自
治
体
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
と
は

問
自
殺
者
数
の
現
状
は
ど
う
か
。
基
礎
自
治

体
あ
る
い
は
自
治
会
な
ど
で
で
き
る
取
り

組
み
は
、
生
身
の
人
間
が
直
接
に
関
わ
る

こ
と
で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

状
況
は
ど
う
か
。

意外と作成されている資料

答
市
の
自
殺
者
の
数
は
平
成
23
年
度
以
前
の

５
年
間
で
見
た
場
合
、
お
よ
そ
30
人
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。
介
護
支
援
専
門
員
や

相
談
事
業
所
職
員
な
ど
、
比
較
的
リ
ス
ク

の
高
い
方
々
と
接
す
る
機
会
の
多
い
方
々

を
対
象
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
を

実
施
し
、
昨
年
度
は
20
人
か
ら
受
講
し
て

い
た
だ
い
た
。
本
年
度
は
同
様
の
研
修
会

の
他
に
、
民
生
委
員
さ
ん
等
を
対
象
に
実

施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

悲
惨
な
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
街
道
に
つ
い
て
）

問
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
が
、
そ
の
現
状
認
識

と
抜
本
的
対
策
は
ど
う
か
。

答
枯
れ
て
撤
去
済
み
1
0
0
本
な
ど
、
道
路

管
理
者
の
県
に
抜
本
的
対
策
を
要
望
す

る
。

悲惨な状態のハナミズキ

い
い
湯
ら
て
い
ゴ
ッ
ツ
ォ
・
ラ
ー
テ
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

問
直
近
６
カ
月
の
利
用
で
ゴ
ッ
ツ
ォ
・
ラ
ー

テ
は
８
５
８
人
増
え
た
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン

は
く
ち
ょ
う
は
１
万
２
０
２
人
減
っ
て
い

る
。
こ
の
分
析
は
ど
う
か
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

は
な
ぜ
始
め
た
の
か
。
そ
の
投
資
効
果
は

ど
う
か
。
お
役
所
的
体
質
で
は
な
い
か
。

答
入
館
者
の
落
ち
込
み
は
真
摯
に
受
け
止
め

る
が
経
営
悪
化
に
な
っ
て
い
な
い
。

Ｃ
Ｍ
の
中
身
ま
で
口
出
し
は
し
な
い
。
今

後
も
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

保
育
所
の
職
員
配
置
に
つ
い
て

問
公
立
保
育
所
の
職
員
配
置
は
基
準
通
り
配

置
さ
れ
て
い
る
か
。
民
営
化
保
育
園
の
配

置
状
況
は
ど
う
か
。

答
国
の
基
準
よ
り
手
厚
く
配
置
。
民
間
も
同

じ
。

職
員
の
労
務
対
策
つ
い
て

問
大
名
行
列
参
加
が
各
課
へ
の
半
ば
動
員
で

あ
り
、
平
日
開
催
で
あ
れ
ば
有
給
休
暇
を

半
ば
強
制
的
に
取
得
さ
せ
て
い
る
が
労
基

法
に
抵
触
し
な
い
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
職
員
互
助
会
が
主
体
的
に
活
動
。
強
制
は

な
い
。
労
基
法
に
抵
触
し
な
い
。

「
乗
り
入
れ
授
業
」
先
生
方
は
兼
務
？

問
小
中
学
校
両
方
の
免
許
所
持
者
は
少
な
い

と
思
う
が
、
小
・
中
両
校
で
教
え
ら
れ
る

の
か
。
ま
た
、
教
員
の
辞
令
は
小
中
学
校

兼
務
と
な
る
の
か
。

答
乗
り
入
れ
授
業
は
、
小
中
の
教
員
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
２
人
で
行
う
。
特
別
な
辞
令

を
必
要
と
し
な
い
取
り
組
み
を
す
る
。

南
小
学
校
、
耐
震
は
大
丈
夫
？

問
跡
地
利
用
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
南
小
学
校
は
耐
震
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
か
。

答
南
小
は
耐
震
診
断
を
し
て
い
な
い
。
跡
地

利
用
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
耐
震
診
断
を

検
討
し
た
い
。
跡
地
利
用
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
の
拠

点
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
用
。
一

中
は
雨
水
対
策
で
調
整
池
を
設
置
、
体
育

館
と
武
道
場
は
避
難
所
と
し
て
も
活
用
。

今
後
、
駐
車
場
や
公
園
等
の
整
備
を
地
元

と
協
議
し
て
い
く
。

外
壁
ボ
ロ
ボ
ロ
、
壁
朽
ち
…

問
公
共
施
設
の
修
繕
、
老
朽
化
対
策
は
指
定

管
理
者
施
設
を
含
め
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
。

答
維
持
管
理
や
今
後
の
改
修
等
の
た
め
台
帳

を
整
備
し
た
。
予
算
編
成
時
に
修
繕
箇
所

を
緊
急
度
、
財
政
状
況
等
を
見
て
実
施
。

除
雪
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
で
対
応

困
難
な
場
合
は
市
で
行
う
。

ボロボロになった浴室の壁塗装がはげたままの外壁

小
中
一
貫
教
育
、
国
は
ど
う
考
え
る
？

問
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科

会
・
作
業
部
会
の
意
見
整
理
で
は
、「
今

後
よ
り
多
く
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
小

中
連
携
、
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
先
進
地
で

の
効
果
に
国
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
。

答
社
会
性
の
育
成
、学
力
向
上
、中
１
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
な
ど
の
成
果
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

小学校6年生と中学校1年生による合同授業の様子

問
５
年
間
の
導
入
準
備
を
経
て
今
春
か
ら
全

面
実
施
と
な
っ
た
三
条
市
の
小
中
一
貫
教

育
。
何
か
効
果
は
見
ら
れ
る
か
。

答
中
１
の
不
登
校
発
生
率
が
低
下
。
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

小
中
の
教
職
員
が
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
結

果
と
考
え
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
標
準
学
力

検
査
）
で
小
６
ま
で
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
中
１
以
上
は
徐
々
に

下
が
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
下
が
り
方
の

程
度
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
小
中
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
反
映
し
て
、

や
が
て
学
力
が
平
均
を
超
え
る
兆
し
を
感

じ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
土
曜
日
が
変
わ
る
!?

問
文
部
科
学
省
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
土
曜

日
授
業
の
復
活
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答
学
校
現
場
で
は
、
現
行
週
５
日
制
の
中
で

対
応
で
き
て
い
る
。
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